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あらまし 本研究では，利用者と趣味や嗜好の類似したブロガーの記事に着目し評判分析を行うことにより，類似性

を考慮しない既存の手法よりも利用者にとって有益となる評判情報を得ることを目的とする．具体的には，評判情報

を知りたい対象に関連するキーワードを blog記事から抽出し，それらに基づいて利用者と類似したブロガーを特定す

る．利用者の嗜好は関連キーワードに対して評価をつけてもらい判断し，ブロガーの嗜好は過去の blog記事から評判

情報を抽出することにより特定する．また本稿では，提案手法と通常の手法で特徴的な差異がみられるかを調べるた

めに行った実際の blog記事を対象とした両手法での分析結果の比較についても報告する．
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1. は じ め に

近年，ブログや掲示板，SNS（Social Networking Service）

などの CGM（Consumer Generated Media）が消費者の間に

浸透したことにより，個人は情報の受け手となるだけでなく，

手軽に情報を発信できる立場となった．CGM上で個人が発信

する情報には，さまざまな商品やサービス，TV番組や映画な

どに対する主観的な評価や意見がある．こういった情報源を有

効に利用するため，近年，CGMから必要な評判情報を自動的

に収集・分析する評判分析の研究が盛んに行われている [1]．た

とえば，評価表現とその表現の極性の対をまとめた評価表現辞

書を用いたもの [4, 7]，判別器を用いて文中の表現が評判情報

であるかどうかを判定する手法 [5, 6]などが提案されている．

加えて，多くの企業が blog を対象とした評判分析サービス

を提供している [2, 3]．これらのサービスでは，前述のような

要素技術を用いて blog 上での対象物に関する発言が肯定的

（Positive）か否定的（Negative）かの判定（P/N判定）及びそ

の割合の表示，時系列による対象物の話題度の推移，関連語の

抽出などを行っている．これらのサービスによってユーザーは

話題の商品，人物，出来事についての世間での評判を知ること

ができる．しかし，世間のさまざまな価値観や考えを持った人

たちの意見が統合されるため，分析結果が一般化され特徴的な

情報が得られにくいという問題点もある．

そこで本研究では，趣味や価値観などが類似したブロガー内

での評判分析を行い，利用者にとってより有益となる情報を得

るための手法を提案する．この手法によって，「愛煙家たちの煙

草増税に対する意見」のような，ある特定の集団に特徴的な意

見や評判を得ることが期待できる．具体的な手法としては，評

判情報を知りたい対象に関連するキーワードを抽出し，利用者

にそれら関連キーワードに対する評価付けを行ってもらう．そ

の上で関連キーワードへの評価傾向が類似しているブロガーを

特定し，そのような類似ブロガー集団内での評判分析をする．

また本稿では，提案手法と通常の手法で特徴的な差異がみられ

るかを調べるために行った実際の blog 記事を対象とした両手

法での分析結果の比較についても述べる．

2. システム概要

本研究では，利用者と類似した嗜好を持つブロガーに着目し

た評判分析システムを提案する．提案システムの処理の流れを

図 1に示す．図に示すように，提案システムは大きく次の 4つ

の要素から構成される．

• 前処理系（blog記事取得，データベース構築）

• 関連語抽出・統合モジュール

• 類似ブロガー探索モジュール

• 評判分析モジュール

提案システムでは，まず前処理としてクローラーを用いて

blog記事を取得し，名詞データベース（以下，名詞 DB），お

よび評判情報データベース（以下，評判情報 DB）を構築する．
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図 1 提案システムの流れ

表 1 抽出ツールの出力形式

ファイル名 文 ID 評価保持者 評価タイプ 評価表現

sample.txt 1 [著者] メリット+ ビタミンが豊富だ．

実際の利用時には，利用者がキーワードを入力すると，関連

語抽出・統合モジュールがデータベースからキーワードを含む

blog記事を抽出し，さらにそのキーワードに対する関連語を抽

出する．次に，抽出した関連語を利用者に提示し，評価付けを

行ってもらい，類似ブロガー探索モジュールで関連語に対して

類似した評価を blog記事中で記述しているブロガーを抽出す

る．そして，評判分析モジュールが抽出されたブロガーを対象

とした評判分析を行い，その結果を利用者に提示する．以降の

節では，提案システムの個々の要素について説明する．

2. 1 評判分析モジュール

提案システムにおける評判分析モジュールでは，独立行政法

人情報通信研究機構 NICTにより公開されている意見（評価表

現）抽出ツール [8] を用いている．本ツールは，1 行につき 1

つの文が書かれたテキストファイルを入力として，テキスト中

のそれぞれの文に評判情報が含まれているかどうかを判定し，

その文に評判情報が含まれていた場合，以下の情報を出力する．

（ 1） 評価情報を表す表現（評価表現抽出）

（ 2） 評価情報の意味的な分類（評価タイプ分類）

（ 3） 評価情報の評価極性（評価極性判定）

（ 4） 評価情報を発信する主体（評価保持者抽出）

上記（3）の評価極性とは，対象への評判の記述が肯定的（ポ

ジティブ）であるか否定的（ネガティブ）であるかを表す．こ

の抽出ツールでは，評判情報の抽出および評価極性の分類には

条件付き確率場を利用した手法を用いている [11, 12]．表 1は

評判情報を含む例文“ほうれん草はビタミンが豊富だ”を入力

としたときの意見抽出ツールの出力例を示したものである．各

項目はタブ区切りで出力される．評価極性は，評価タイプの後

ろに，ポジティブならば“+”，ネガティブならば“－”を付け

ることにより表される．

2. 2 前 処 理 系

提案システムでは，前処理として blog 記事をあらかじめク

ローラーを用いて自動取得し，テキストの整形等の処理を行っ

表 2 評判情報 DB の格納方法

評価対象 評価極性 評価表現

商品 A + デザインが好き

商品 B + 画質が良い

商品 C － すぐに壊れた

た後にデータベースに保存する．データベースは，利用目的別

に名詞 DBと評判情報 DBの二つを構築する．クローラーは，

ブロガーの IDをもとに指定した URLディレクトリ以下にあ

るコンテンツを探索して HTMLテキストを取得し，HTMLタ

グを手がかりに blog記事本文のみを抽出する．

前処理系では，さらに blog記事の整形を行う．HTMLタグ

や，記号の羅列があると解析に悪影響があるため，この段階で

取り除いておく．顔文字に関しては，ブロガーの評価を表す場

合もあるが，評価表現を伴わずに単独で用いられることは少な

いこと，および文末の顔文字が意見抽出ツールの誤動作の一因

となる場合があることから，ここでは同様に前処理にて取り除

いた．また，blog記事には文中に不必要な改行が入ることが多

いため，改行も取り除いておく．

名詞 DBは，関連語抽出・統合モジュール，類似ブロガー探

索モジュールで利用する．前処理後の blog 記事を形態素解析

器にかけ，評価対象となり得る語のみを格納する．形態素解析

器には，前述の NICT の意見抽出ツール内でも用いられてい

る JUMAN [9]を用いている．なお，ここでいう評価対象とな

り得る語とは，JUMAN品詞体系のうち，品詞細分類の普通名

詞・固有名詞・組織名・地名・人名の 5つとする．

一方，評判情報 DBは，類似ブロガーを対象とした評判分析

を行う際に利用する．前処理後の blog記事を NICTの意見抽

出ツールにかけて評判情報を抽出し，表 2のように「評価対象，

評価極性，評価表現」の形式で格納する．なお，意見抽出ツー

ルでは評価対象までは出力されないため，日本語構文解析シス

テム KNP [10]を用いて評価表現との係り受けを求め，評価対

象を特定する．

2. 3 検索キーワードの関連語の主成分分析による統合

提案システムでは，利用者の行動履歴などから事前に嗜好を

推定するような処理は行わず，利用者が検索キーワードの関連

語に直接評価をつけるという形でその嗜好を特定する．これは，

ジャンルを絞らずに利用者とブロガーの類似性を推定する場合

よりも，検索キーワードに関連したものに対する嗜好が類似し

たブロガーによる評価のほうが，より参考になるという仮定

に基づいている．また，ここでいう関連語とは，本文中にキー

ワードを含む blog 記事に頻繁に出現する単語と定義する．名

詞 DBからキーワードを含む blog記事を抜き出して文書・単

語行列を作成し，TF-IDF値の高いものを関連語とする．

さらに本研究では，関連語をそのまま利用者に提示せず，利

用者への負担軽減と類似ブロガー数確保のため，主成分分析に

より複数の関連語を統合する．具体的には，対象とする blog記

事数をmとしたとき，各関連語を blog記事ごとの TF-IDF値

により構成される m次元ベクトルで表現し，そのベクトルの

次元を主成分分析により n(< m)次元に縮約する．そして，縮



約された次元の空間上で単語ごとのユークリッド距離を求め，

検索キーワードから一定範囲内にある関連語を k個のクラスタ

に分割する．利用者には，各クラスタの代表語を提示し，各語

に対してポジティブなイメージを持っているか，ネガティブな

イメージを持っているかの評価付けを行ってもらう．利用者に

提示する代表語は，クラスタ内の単語で最も多く評判情報が述

べられている単語とする．

2. 4 類似ブロガーの探索

類似ブロガーの探索は，システム利用者による関連語への評

価付けの後に行う．ここでの類似ブロガーとは，関連語に対す

る評価（極性）がシステム利用者と同一であるブロガーとする．

具体的には，評判情報 DBから利用者が関連語に対して付けた

評価極性と同一の極性の評価を対応する関連語について記述し

ているブロガーを抽出し，類似ブロガーとする．ブロガーが関

連語に対して複数回評判情報を記述している場合，ポジティブ/

ネガティブの意見数の多い方を評価極性として採用する．類似

ブロガーを探索する際には，検索キーワードと距離の近い関連

語に対する評価を述べているブロガーから探索し，分析を行う

ために十分なブロガー数が確保できない場合には，徐々に距離

の遠い関連語に対する評価を記述しているブロガーも探索範囲

に含める．具体的には，検索キーワードから距離の近い順に関

連語（w1，w2，w3）があった場合，まず w1 について評判を記

述しているブロガーを探索し，ブロガー数が最低人数に満たな

い場合，順次 w2，w3 についての評判を記述しているブロガー

を探索していく．

3. 評 価 実 験

実際のブログ記事を利用し，提案システムにより得られる利

用者と類似したブロガーを対象とした評判分析の結果が，対象

ブロガーを限定しないで評判を分析した結果とどの程度異なる

のかを確認した．実験データとして，ブログサイトAmeba [13]

から事前に収集した blog 記事を使用した．具体的には，ジャ

ンル別ランキングの中から，カテゴリ「高校生，大学生，アラ

サー，アラフォー，アラフィフ，お酒・ワイン，ラーメン，グル

メ，モグモグ」のランキング上位者から計 1,520名のブロガー

の blog記事を収集し実験データとした．全ブロガーの総記事

数は 1,423,492となった．実験で対象としたカテゴリは，各年

代から均等にブロガーを集めるために年代別カテゴリを対象と

し，さらに実験に用いるキーワードへの評価が集まりやすいと

推測される食関係のカテゴリも採用した．今回は評判分析を行

う検索キーワードとして「キムチ」「ココア」の 2つを用いた．

利用者に提示する関連語のクラスタ数は 2 とし，今回は実験

のため，関連語クラスタへの評価付けはポジティブ（P），ネ

ガティブ（N）の全組み合わせ 4パターン（P–P，P–N，N–P，

N–N）とした．

まず，キーワード「キムチ」で検索した結果，キーワードを

含む blog記事は 507件存在した．実際には 1人のブロガーが複

数の記事を書いており，最終的に「キムチ」に対してポジティ

ブまたはネガティブという評価を記事中に記述していたことが

判別できたブロガーの人数は 129名となった．「キムチ」に対す
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る関連語として抽出されたものは「豚，豆腐，鍋，チーズ，野

菜，ニラ」となった．クラスタリングの結果，クラスタ 1（豚，

豆腐：代表語「豚」），クラスタ 2（野菜，鍋，チーズ，ニラ：

代表語「野菜」）が得られた．図 2に「キムチ」に対する類似

ブロガーに限定した場合と全体での評判の分布を示す．図の上

段 4つが提案システムによる評判の分布であり，下段が全体で

の評判となる．全体評判における P/N割合は，ポジティブ 69

人，ネガティブ 37人，中立 23人となり，好評意見の割合は約

53%となった．これに対し，提案手法でクラスタ 1，クラスタ 2

に対してポジティブな評価を記述していたブロガー集団（P–P）

の P/N割合は，ポジティブ 44人，ネガティブ 14人，中立 11

人となり，好評意見の割合が約 64%となり，好評意見の割合が

増加した．これより，クラスタ１，クラスタ 2の関連語につい

てポジティブなイメージを持っている人は，キムチも好きであ

る可能性が高いと考えられる．また，その他の評価パターンの

ブロガー集団は非常に人数が少なくなった．これは，各クラス

タに含まれる関連語そのものに対しての評判のうち，好評意見

が占める割合が高かったためだと考えられる．

次に，キーワード「ココア」で検索した結果では，キーワー

ドを含む blog記事は 361件存在し，実際に「ココア」に対す

る評価を記事中に記述していることが判別できたブロガーは 85

人であった．「ココア」に対する関連語として，「ミルク，ホット，

生クリーム，マシュマロ，ケーキ，紅茶」が得られ，クラスタ

リングの結果，クラスタ 1（紅茶，ミルク，ホット，マシュマ

ロ：代表語「紅茶」），クラスタ 2（生クリーム，ケーキ：代表語



「生クリーム」）が得られた．ココアについても，クラスタ 1，ク

ラスタ 2へのポジティブ–ネガティブの全評価パターンおよび

全体評判の分析結果を図 3に示す．全体評判における P/N割

合は，ポジティブ 46人，ネガティブ 26人，中立 13人となり，

好評意見の割合は約 54%となった．これに対し，提案手法でク

ラスタ 1，クラスタ 2に対してポジティブな評価を記述してい

たブロガー集団（P–P）の P/N割合は，ポジティブ 32人，ネ

ガティブ 10人，中立 7人となり，好評意見の割合が約 65 %と

なり，好評意見の割合が増加した．一方，否定評価を含むその

他の評価パターン（P–N，N–P，N–N）では，好評意見の割合

の減少がみられた．特に，クラスタ 1にポジティブ，クラスタ

2にネガティブな評価を記述していたブロガー集団（P–N）で

は，肯定の割合が約 23% となり，全体評判と比べて大きく減

少した．このことから，「乳製品は好きだが甘いものが嫌いな人

は，ココアが好きではない可能性が高い」という解釈ができる．

以上の結果から，提案システムを用いた類似ブロガーに着目

した評判分析により，全体評判ではわからない特定の集団にお

ける特徴的な評価傾向が得られることが確認できた．一方で，

以下に挙げるような問題点も見つかった．まず，分析対象とな

るブロガー数が十分に集まらなかったことが挙げられる．提案

手法では類似ブロガー集団に限定して分析を行うため，通常よ

りも分析対象となるデータが少なくなってしまう．この問題は

事前により多くのブロガーの記事データを収集しておくことで，

ある程度緩和されると考えられる．次に，関連語の抽出精度の

問題がある．今回，「ココア」に対する関連語として「ホット」

が抽出された．これは関連語としては正しいかもしれないが，

評価対象としては解釈しづらい単語である．今後はより精度の

高い関連語の抽出方法の検討が必要である．

4. ま と め

本稿では，評判分析を行う際に利用者にとってより有益とな

る情報を得るために，利用者と趣味や嗜好の類似したブロガー

の記事に着目した手法を提案した．提案システムでは，類似ブ

ロガーを探すために，評判情報を知りたい対象に関連したキー

ワードに対する評価傾向を手掛かりとしている．このアプロー

チにより，利用者は自分と価値観が似た人たちからなる集団の

中での評判情報を知ることが可能になる．本論文では，評価実

験を通してブロガーの関連語への評価傾向が検索キーワードに

対しての評価と関連があることを確認した．

今後，提案システムの有用性を検証するために，類似ブロ

ガー集団における評判の分布が実際に利用者の嗜好と一致する

傾向があるかどうかの評価を行う必要がある．また，関連キー

ワードを抽出する方法として，ここでは単語の TF-IDF 値を

基に主成分分析，クラスタリングを行ったが，より適切な関連

キーワードを抽出するためには，ほかの手法の採用も含めてさ

らに議論が必要だと思われる．
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